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　相島は、福岡市東部に隣接する新宮町の

沖合いに浮かぶ島、新宮漁港から北西約 7.5

㎞、町営渡船でわずか 17 分の海上に浮かぶ

《ハート型》の島です。面積 1.22 ㎞２、人口

283 名、周囲 5.4km の離島です。万葉集や

新古今集にも詠われた歴史ある島です。

　島内には、国指定史跡の「相島積石塚群」

「朝鮮通信使」など重要な遺跡をはじめ、珍

しい柱状節理の鼻栗瀬や絶壁などがあり、

大自然の造形美が見どころの島です。また、

「猫の島」としても有名で、多くの猫愛好家

が国内外を問わず島を訪れています。

 

　相島ＢＦＣは、昭和 22 年男衆の漁時に火

災が起こり、女性と子供だけの消火作業の

ため、島内の 50％以上が焼失した経緯があ

り、中学生が「島を守る」という責任感から、

昭和 23 年に発足し 68 年の歴史があります。

祖父・父親・本人の三世代にわたり関わる

生徒もおり、相島分校生徒が中心になって

「自主防災活動」を展開しています。

　毎年新１年生が分校に入学後、粕屋北部

消防本部消防長、相島区長、相島水上分団長、

相島婦人消防会長、相島小中ＰＴＡ会長等

の来賓をお招きし、新入団員の入団式を行

います。今年度の夜回り班編制や、規律訓

練等を全員で行うことでＢＦＣ隊員の意識

と使命感を徹底させる目的で毎年の入団式

を行っています。

　粕屋北部消防本部の防災課隊員からの指

導のもと、ポンプ操法の基礎基本を学び、

島内での火災時の初期消火訓練に備えた厳

しい訓練を日々重ね災害時に備えています。

　粕屋北部消防本部の救急隊員と相島水上

分団隊員を招いて、全島民に参加を呼び掛

け、小学校グランドにてＢＦＣ隊員や小学

生共々消火訓練を実施し初期消火時の対応

訓練を毎年行っています。また、その後「心

臓マッサージ・ＡＥＤ」等の実演講習会を

開催し、海難事故や心筋梗塞等の島民に対

しての初期対応への訓練を行っています。

〔相島の急患者の対応の実態について〕

　島内で急患者がでた時は、以前は島内の

診療所に常駐している医師の診断後、船で

対岸迄搬送していましたが時間的に問題が

多かったため、近年は福岡市内の総合病院

との連携のもとドクターヘリが飛来するよ

うになり、急な異変時でも対応が早く、島

内の医療が改善されてきています。

  

　夏季休業中に、相島ＢＦＣ隊員、分校教

職員、粕屋北部消防本部防災課隊員共々島
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軽可搬ポンプ操法訓練

１ 相島(あいのしま)の紹介

２ 相島ＢＦＣの歴史

３ 相島ＢＦＣの年間活動内容

４月 夜回り班編制・新１年生入団式・規律訓練

５月 軽可搬ポンプ操法訓練

６月 消火訓練・救急救命法講習会

８月 島内危険箇所見回り、看板等補修作業



内や町内の立花山登山道の危険箇所に設置

してある掲示板やロープ等を確認し修復し

ながらの活動や、消防本部での防災に関す

る体験、福岡市防災センターでの地震体験

学習等を毎年行っています。

　

　平成 17 年３月 20 日「福岡西方沖地震」

での教訓をもとに、毎年９月１日に相島島

民の避難訓練を実施することで、防災意識

を高める活動をしています。また、日頃か

ら訓練しているポンプ操法を「相島区小中

合同運動会」で披露し島民や島外者（他地

区のＢＦＣ関係者）からの絶大なる賞賛を

毎年受けています。

　島全体の高齢化が進み独居老人世帯が

年々増加し火災発生が心配されますので、

相島ＢＦＣ隊員が 68 年間島全体を見回る活

動を先輩から後輩へと受け継ぎながら、防

災活動に励んでいます。毎年 11 月に、新し

く「火の用心」ステッカーを生徒が作成し

全戸に配布し防火呼掛をしています。

＊夜回り活動…１年間を通して毎週４日生

徒が、午後９時より「火の用心―カチカチ」

と声だしながら集落を１周し、たき火跡等

の火の後始末を確認し、火が燻っている時

には消火活動をしながら、全島民への「防

火啓発活動」をしています。

　毎年１月恒例の「出初式」に４年前から

招待されるようになり、日頃のポンプ操法

の鍛錬の披露の場として参加し、数多い地

元消防団の前で「軽可搬ポンプ操法」の実

演を相島ＢＦＣが行っています。町長はじ

め町民が見守る中、入場からポンプ操法、

退場までの規律正しい演技に会場からの絶

大なる賞賛を頂いています。

　３年生の最後の晴れ舞台であり、また、

後輩達は先輩から受け継ぐ相島ＢＦＣ隊員

の誇りをもち、今後も「我が愛する相島は、

私たち全員で災害より島民の命と財産を守

る」という強い意気込みと、この輝かしい

伝統をより発展させ地域防災の先頭に立っ

て頑張る決意をあらたにする場となってい

ます。

　平成 27 年「防災功労者・防災担当大臣表

彰」受賞に続き、平成 28 年「内閣総理大臣

表彰」受賞という、栄光を頂きました。総

理直々に表彰状を手渡されるという、非常

に光栄で名誉ある表彰を受けました。

　このことは、相島ＢＦＣ隊員だけではな

く、多くの諸先輩方や島民にとって喜ばし

いことです。今まで地道に「地域防災」を

念頭に、様々な取組を続けてきた結果であ

り、島民にとって誇りと受け止め、今後も

更に島内一致団結し防災に取り組んでいく

意識を強めていきたいと思います。
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11月 一斉夜回り活動

12月  3 年生退団式

１月 町出初式に参加し、軽可搬ポンプ操法実演

軽可搬ポンプ操法実演出初式に参加

内閣総理大臣表彰を受賞

４ 平成28年「内閣総理大臣表彰」受賞

９月 避難訓練・島内運動会時ポンプ操法実演


